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論文内容の要旨
本論文は，非ニュートン粘性ならびに弾性的性質を有する高分子溶液中における線状体の運動特性を
明らかにしたもので. 6 章からなる。
第 l 章では，流体中における線状体の挙動に関する従来の研究を紹介し，本研究の目的および役割を
述べるとともに論文の構成を示している。
第 2 章では，自由落下する線状体は，静止したニュートン流体中では水平な姿勢をとる向きに回転す
るが，静止高分子溶液中では逆に鉛直な姿勢をとる向きに回転することを見出している。
第 3 章では，ニュートン流体，非ニュートン純粘性流体および粘弾性流体の一様流れ中に，傾けてお
かれた円柱に働く流体力とその周辺の流れ状態を数値解析し，非ニュートン粘性および弾性的性質が流
速場や流体力に及ぼす効果から，線状体が高分子溶液中でニュートン流体中と逆向きのモーメントを受
けるのは，流体の弾性的性質による乙とを確かめている。
第 4 章では，静止した高分子溶液中を線状体が集団で連続的に自由落下する場合，後続の線状体は先
行の線状体が誘発する流れの影響を受けて相互に干渉し合いながら運動し，それらの運動様式は三つの
タイプに分類できることを示している。
第 5 章では，線状体を分散させた高分子溶液および‘ニュートン流体を，平行平板流路ならび1乙一つの
急絞り部をもっ二次元流路内に流したとき，高分子溶液の流れ中で線状体が流線に沿って配向する現象
は，静止した高分子溶液中で線状体が鉛直な姿勢をとる向きに回転することと，本質的に同じ現象であ
ることを明らかにしている。
第 6 章では，各章において得られた研究結果を総括し結論を述べている。
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論文の審査結果の要旨
本論文は，非ニュートン粘性ならびに弾性的性質を有する高分子溶液中における線状体の運動特性を
明らかにしたもので，その成果はつぎの通りである。
( 1) 静止した液体中を線状体が単一で自由落下する場合，線状体はニュートン流体中では水平な姿勢を
とる向きに回転するが，高分子溶液中では逆に鉛直な姿勢をとる向きに回転する。
( j )液体の一様流れ中に，傾けておかれた円柱に働く流体力とその周辺の流れ状態の数値解析により，
線状体が高分子溶液中でニュートン流体中と逆向きのモーメントを受けるのは，流体の弾性的性質に
依存するo
(j) 高分子溶液の流れ中で線状体が流線に沿って配向するのは，静止した高分子溶液中で，自由落下す
る線状体が鉛直な姿勢をとる向きに回転することと本質的に同じ現象であるo
以上のように本論文では，流体中の線状体の運動について，基礎的な観察と解析とを試み，多くの新
知見を見出している。これらの成果は，繊維工学ならびに高分子工学に寄与すると乙ろが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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